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0.は じ め に

ギッフェン財(Giffengood)1)と はある財に対する需要曲線が右上が りの部

分を持つ財のことである。すなわち,価 格が上昇 したとき,そ の財への需要量

が増加する財である。大部分の財は 「需要法則」を満たす。すなわち,価 格が

上昇すればその財への需要量は減少する。

ギ ッ フ ェ ン財 をめ ぐる議 論 につ い て は,Marshal1[1895]に よ る パ ン(bread)

の例 で 始 ま っ た 。 そ の 所 得 の 大 部 分 を主 食 で あ るパ ンに 費 や して い た イ ギ リス

の貧 しい労働者がパンの価格上昇に直面 したとき,パ ンの需要量 を増や した。

Marshall[1895]が 「需要法則」に反する事例 として説明し,こ の逆説的な主

張をギッフェンが始めて指摘 した と紹介 した2)。それ以来,ギ ッフェン財の可

1)McDonoughandEisenhauer[1995]に よれ ば,ギ ッフェ ン財 の伝 説(legend)

は一つ に はMarshallの 『経 済学 原理』(PrinciplesofEconomics)第3版[1895]

に述 べ られ て いる,イ ギ リス の貧 しい労働 家族 に とっ てのパ ンが ギ ッフェ ン財 の

場合 であ り,も う一つ はSamuelsonの 『経済 学』(Economics)第5版(1961)

に述 べ られ てい る,1845年 のア イル ラ ン ド飢謹 にお け る ジャガ イモが ギ ッフェ ン

財 の 場 合 で あ る。 た だ し,SamuelsonandNordhausの 場 合 は 『経 済 学 』

(Economics)第13版(1989)ま で に はア イル ラ ン ドの ジ ャガイ モの例 が 「所 得

効果 」の脚 注 に述べ られて い る。しか しなが ら第15版(1995)以 降 の版 で は,ジ ャ

ガイモ大 飢謹 の例 はなぜ か本 文 は もち ろん脚注 か らも消 滅 して い る(第14版 につ

い て は未 確 認で あ る)。この点 及 び経済 学説 史 的な話 題 につ いて は,Stigler[1947,

1948],MasudaandNewman[1981],及 びMcDonough[2003]を 参 照 せ よ。

なお,Mason[1989]に はGiffenの 人 物像,業 績及 びGiffenParadoxに つ いて

出版 時 点 にお ける,網 羅 的 な検 討 が な されて い る。

2)ギ ッ フェ ン・パ ラ ドッ クス を始 め て指 摘 した の は ギ ッフ ェ ンで は な く,ベ ー キ
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能 性,あ る い は ギ ッ フ ェ ン ・パ ラ ドック ス は需 要 法 則 に とっ て の 例 外 とな っ た。

Hicks[1946,1956]やStigler[1947]が 主 張 す る よ う に,ギ ッ フ ェ ン財 は

可 能 性 と して は あ り うる が,実 際 に 観 測 さ れ た こ とは な い と思 わ れ て き た 。

最 近,実 証 分 析(JensenandMiller[2002],BoPP[1983])や 実 験 経 済 学

の 研 究(Battalio,KagelandKogut[1991])に よ り,ギ ッ フ ェ ン財 の 存 在 を

示 唆 す る 結 果 が 示 さ れ て き て い る 。 ま た,ネ ッ ト ワ ー ク 外 部 性(Shy

[1995,2001])や 消 費 外 部 性(Yeung[2002])を 考 慮 す る と,そ れ ぞ れ 右 上

が りの 需 要 曲線 が 得 られ る研 究 が 公 表 さ れ て い る。

他 方,入 門 ミ ク ロ経 済 学 及 び 中級 ミ ク ロ経 済 学 の標 準 的 な教 科 書 あ る い は授

業 に お い て は代 替 効 果 と所 得 効 果 を 図 形 的 に説 明 して,ギ ッフ ェ ン財 の可 能 性

を指 摘 し て い る3)。 しか しな が ら,需 要 関 数 の 性 質 を検 討 す る際 に通 常 用 い ら

れ る,効 用 関 数 か ら需 要 関 数 を 導 出 す る 手 法 が ギ ッ フ ェ ン財 の議 論 の と き に は,

ほ とん ど取 られ て い な い(WoldandJur6en[1953コ の 例 を 用 い て い るKatz-

ner[1970,1988]の 例 と著 者[1986,1992]の 例 が あ る)。

こ れ まで の ギ ッ フ ェ ン財 をめ ぐる 議 論 か ら,個 人 の需 要 曲 線 が 右 上 が りの 部

分 を持 つ 場 合(ギ ッ フ ェ ン財)と 市 場 で 観 測 され た 価 格 と数 量 の デ ー タが 右 上

が りの 関 係 を 持 っ て い る場 合 を明 確 に 区別 す る必 要 が あ る(例 え ば,Dougan

[1982]を 参 照 せ よ)。ギ ッ フ ェ ン財 あ る い は ギ ッフ ェ ン行 動4)(Giffenbehavior)

の 定 義 に つ い て も,(1)い わ ゆ るSlutsky-Hicks流 の 固 定 所 得 の も とで 考 察 す る

(Beeke)で あ る と され てい る(Rashid[1979],Mason[1989,pp.95-96]を

参照 せ よ)。 なお,ギ ッフ ェ ン・パ ラ ドックス に関す る経 済学 説史 的 な文脈 で のグ

レイ(Gray)と ギ ッフ ェ ンをめ ぐる話 題 につ いて はMasudaandNewman[1981]

及 びMason[1989]を 参照 せ よ。

3)2本 の無 差別 曲線 図 を用 いた解 説 で,学 生 に とっ てわか りや す い もの で はな い こ

とが 指摘 され てい る(S②rensen[2004,2006],Spiege1[1994]を 参照 せ よ)。 中

級 ミクロ経 済学 で は消 費者 の 最適行 動(予 算制 約 の もとで の効用 最大化)か らス

ル ー ッキー 方程式 を導 出 して,ギ ッフェ ン財 の可能性 を説明 す る場 合 もある。 武

隈[1989,pp.47-48],西 村[1990,p.69]な どの ミク ロ経済 学 の テ キス トを参 照

せ よ。

4)あ る財 に関 し,そ の財 の価 格 が低 い と きの 需要量 と比 べ,価 格 が 高い ときに需 要

量 を増加 させ る消 費者 の行 動 をギ ッフェ ン行 動 とい う。
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ゴ
か,(2)所得の変動を考慮する一般均衡の中で定義するのか(Nachbar[1998]),

あるいはく3)初期保有量を考慮 した場合に拡張する(Berg[1987])な どに分か

れている。この小論では(1)の定義による。

この小論の構成は以下のようになっている。第1節 では,ギ ッフェン財 をも

たらすアプローチについて若干の紹介 を試みる。第2節 では,ギ ッフェン財の

存在の可能性を効用関数から示そ うとするアプローチについて考察する。特 に,

効用関数をi提示 しているい くつかの例についてその特徴 をMATHEMATICA

の計算能力及び描画能力を用いて解明す る。第3節 で若干の結語を述べ る。な

お,付 録にはS■rensen[2006]の 命題についての修正 とその証明を掲載 した。

1.ギ ッフ ェン財 をもたらすア プローチにつ いて

ギッフェン財あるいはギ ッフェン行動 を説明 しようとする試みには多数のア

プローチがある5)。以下,そ れらの研究結果を簡単に要約 しよう。

(1)Hicks流 のGiffen財 の 存 在 の 可 能 性 を 効 用 関 数 か ら 示 そ う と す る ア プ ロ ー

チ に は,WoldandJur6en[1953]を 嗜 矢 と し,Vandermeulen[1972],

SilberbergandWalker[1984],Spiegel[1994],ButlerandMoffatt[2000],

JensenandMiller[2002],及 びS■rensen[2004,2006]な ど が あ る 。Mof一

5)こ の小 論 で は,ギ ッフェ ン財 の存 在 を論 証あ るい は実 証す る立場 の論文 を主 に取

り上 げた。 ギ ッフェ ン財 の存 在 あ るい はギ ッ フェ ン ・パ ラ ドックス をあ りえな い

とす る立 場 の議 論 と してHicks[1946,1956],Stigler[1947,1948]の 他 に価 格

変 動 に対 す る保 険 を考 慮 したBarzelandSuen[1992],Weber[2001]な どが

あ る。 また,DwyerandLindsay[1984]は アイ ル ラ ン ドで1845-49年 に発 生

した飢 謹 につ い て の歴 史 統 計 を利 用 し,需 要 ・供 給分 析 に従 え ば ジ ャガ イ モが

ギ ッフェ ン財 であ る こ とを否 定 した 。同様 に1840年 代 の アイ ルラ ン ドの ジ ャガ イ

モ は ギ ッフ ェ ン財 で ない こ とをRosen[1999]は 当時 の価格 及 び数量 デ ー タ を用

いて論 証 して い る。この点 につ い て もMason[1989]を 参 照せ よ。なお,生 産 シ ョッ

ク を考 慮 した競 争 的一般 均衡 分析 で はギ ッフェ ン財 が 出現 す る事 はほ とん どな い

こ とを示 した のがNachbar[1998]で あ る。
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fatt[2002]の 巧妙 な例 をここで指摘 してお く。価格 オッファー曲線6)が 右

下が りの部分 を持てば,そ の範囲で当該財はギ ッフェン財になる。この性質

を利用 し,限 りなくその曲線に近似する関数をもたらす効用関数を構成的に

求める方法 をMoffatt[2002]は 実行 している。

(2)Lancaster[1966コ に よ り創 始 さ れ た 消 費 特 性 ア プ ロ ー チ(characteristic

approach)を 用 い,消 費 量 が 含 ん で い る必 要 栄 養 摂 取 量(nutrition)を 明

示 的 に 提 示 し,ギ ッフ ェ ン財 を もた らす 状 況 を解 明 し よ う と した研 究 と して

LipseyandRosenbluth[1971]及 びJensenandMiller[2002]を あ げ る こ

とが で き る。 また,予 算 制 約 の ほ か に他 の 制 約(た と え ば,必 要 栄 養 摂 取 量

制 約,生 存 最 低 水 準(subsistence)制 約,あ る い は局 所 飽 和(10calsatiation)

制 約 な ど)を ア ド ・ホ ッ ク(adhoc)に 設 定 し,ギ ッ フ ェ ン行 動 を示 そ う と

す る ア プ ロ ー チ に は,Dooley[1988コ,GilleyandGordon[1991],Davies

[1994],JensenandMiller[2002],及 びWeber[1997]等 が あ る 。

(3)財 の 同 時 消 費 を避 け る傾 向(mixtureaversion)と 飽 和(satiation)を 考

慮 した ア プ ロ ー チ を採 用 し て い るButlerandMofEatt[2000]が あ る。 所 得

制 約 の も とで効 用 を最 大 にす る,最 適 消 費 量 の 組 は一 般 に端 点解 と な る 。

(4)実 験 的 ア プ ロ ー チ と してBattalio,KagelandKogut[1991]を あ げ る こ と

が で き る。 か れ ら は,ラ ッ トを用 い て キ ニ ー ネ 水 が ギ ッ フ ェ ン財 に な る こ と

を 実 証 して い る。 ま た,PlotandSmith[1999]は 実 験 的 手 法 を用 い,消 費

外 部性 の 下 で右 上 が りの 需 要 曲線 を導 出 し,市 場 均 衡 の 安 定 性 に つ い て検 討

した 。

6)初 期保有量を考慮しない場合は価格消費曲線に相当することに注意せよ。
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(5)実 証 研 究 に よ りギ ッ フ ェ ン行 動 の 存 在 可 否 を検 証 す る ア プ ロ ー チ を採 用 し

て い る研 究 者 が い る。Bopp[1983コ は実 証 分 析 に よ り,灯 油(kerosene)

が1967-76年 に お い てUSで は ギ ッ フ ェ ン財 で あ る こ と を 示 す 。Jensen

andMiller[2002]は 実 証 分 析 に よ り,中 国南 部 で は 米,中 国 北 部 で は ヌ ー

ドル が そ れ ぞ れ 貧 しい 人 々 に とっ て ギ ッフ ェ ン財 で あ る こ と を示 す 。 他 方,

McKenzie[2002]は メ キ シ コ に お け る トル テ ィ ー ヤ(tortillas)が ギ ッ フ ェ

ン財 か ど う か 実 証 分 析 を行 い,劣 等 財(inferiorgood)で は あ るが,ギ ッフ ェ

ン財 で は な い こ と を 示 した 。 ま た,Koenker[1977]は1790年 頃 の イ ン グ

ラ ン ドの デ ー タ を用 い て,breadとmeatの 需 要 関数 を推 計 し,breadが ギ ッ

フ ェ ン財 で は な く,普 通 財 ま た は 正 常 財(normalgood)で あ る こ と を実 証

分 析 に よ り示 した 。

(6)財 の不 分 割 性(indivisibility)を 用 い て ギ ッ フ ェ ン財 の 可 能 性 を示 す ア プ

ロ ー チ を採 用 し たGarratt[1997]は,不 分 割 性 を持 つ 財 が 存 在 す る と,分

割 可 能 財 をギ ッフ ェ ン財 に す る可 能 性 が あ る こ と を示 した 。 これ に対 して,

Garratt[2003,2005]は 不 分 割 性 を持 つ 財 そ の も の が ギ ッフ ェ ン財 に な る可

能 性 を 「2都 物 語(Ataleoftwocities)」 に つ い て の 論 証 に 加 え,数 値 例

を も示 した 。

(7)Shy[1995,2001]は 電 話 サ ー ビス(telecommunication)の 例 を取 り上 げ

て 考 察 し,ネ ッ トワ ー ク 外 部 性(networkexternalities)を 仮 定 し た効 用 関

数 か ら,集 計 的 需 要 曲 線 は右 上 が り の 部 分 を持 つ こ と を 示 し た 。 ま た,

Yeung[2002]は 消 費 外 部 性 を仮 定 した,数 値 例 の 需 要 関 数 か らギ ッフ ェ ン

財 の 存 在 を示 して い る。

(8)Berg[1987]は 初 期 保 有 量 を考 慮 した ギ ッ フ ェ ン財 の 定 義 を用 い て1845

-49の ア イ ル ラ ン ドの ジ ャ ガ イ モ が ギ ッ フ ェ ン財 で あ っ た か ど うか を テ ス ト

す る 条 件 を導 い て い る 。
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(9)Cespa[2005]は 複 数 資 産 の 場 合 で ノ イ ズ を伴 う合 理 的 期 待 均 衡 市 場

(multiassetnoisyrationalexpectationsequilibrium(NREE)market)に

お い て,ギ ッフ ェ ン財 が存 在 す る 数 値 例 を提 示 した。 な お,Cespa[2005]

の 主 要 な貢 献 は ギ ッ フ ェ ン財 が 存 在 し な い た め の 条 件 を 明 らか に した 点 に あ

る。

⑳ 一 般 に,マ ー ケ テ ィ ング 理 論 に お い て は,宝 石,毛 皮,香 水,す ば ら しい

中 国 磁 器,ロ ー ル ス ロ イ ス な ど豪 華 な 車,高 級 カ ン トリク ラ ブ会 員 権 の 場 合

の 価 格 付 け,い わ ゆ る 名 声 価 格 法(prestigepricing)を 説 明 す る の に 後 屈

形(backward-bending)の 需 要 曲 線 を用 い て い る7)。 こ れ に対 し て,販 売

促 進 活 動,需 要 サ イ ドや 供 給 サ イ ドを考 慮 に 入 れ,KumcuandMcClure

[2003]は 後 屈 形 の 需 要 曲 線 を 用 い な い,新 し い 説 明 を 試 み て い る。

SternsandBorna[2005]の コ メ ン ト及 び そ れ に対 す るMcClure[2005]

の 返 答 を参 照 せ よ。

2.効 用関数,無 差別曲線 及びギッフェン財をもたらす需要曲線

2.1WoldandJur6en[1953]の 数 値 例

WoldandJur6en[1953]は 与 え られ た 財2の 価 格(p2)と 所 得(m)の も

とで,財1の 価 格(p1)が あ る 範 囲 の 値 を と る と き,財1(x1)が ギ ッ フ ェ

ン財 と な る こ と を示 した 。 そ の効 用 関数 は 非 常 に単 純 な もの で,

u(x1,x2)=(x1-1)/(2-x2)2

で あ る。た だ し,x1>1,0≦x2≦1。6で あ る 。そ れ 以 外 の(x1,x2)の 領 域 で は,

u(x1,x2)=x1,す な わ ち,財1の 消 費 量 の み に 依 存 す る。 言 い 換 え る と無 差

7)も ちろん右 上 が りの部 分が ギ ッフェ ン行 動 を示す 。KumcuandMcClure[2003,

p.51]に は,名 声価 格 法 の対象 となる財 やサ ー ビス の例が 表1に ま とめ られて い

る。
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別曲線は財1を 横軸,財2を 縦軸に取 ったとき,縦 軸に平行な線分群 となる8)。

いま,MATHEMATICAを 用いて,こ の効用関数の3次 元における効用曲

面を表示 してみよう。x1>1,0≦x2≦1.6の 範囲以外の領域は,予 算制約のも

とでの効用最大点 を実現 しない ことがあ らか じめわか るので,Woldand

Jur6en[1953,p.101]の オ リジナルの無差別曲線図には描かれているが,以

下の図においては省いている。

/

一病
⑪＼

3

図1WoldandJur6en[1953]

の場合 の3次 元効 用曲 面

、

.s

3

図2WoldandJur6en[1953]

の 場合 の3次 元 効用 曲面

図1はWoldandJur6en[1953]の 効用関数を3次 元に表 した効用曲面であ

る。画面手前の左側が(x1,x2,u(x1,x2))の 原点を示 している。同じ効用水

準 をもたらす点の集合(無 差別曲線)が カラー表示では別の色(紙 面ではモノ

クロの濃淡)で 表されている。

図2は 図1よ り便宜上,1<x1≦3,0≦x2≦1.6の 領域のみを表示 したもの

である。

効用曲面の特徴を明示するために,無 差別曲線(あ る効用水準uを もた ら

す点(xl,x2)の 集合),す なわち,

1(u)={(xl,x2,u)}u(x1,x2)=u,1<x1≦3,0≦x2≦1.6}

8)こ の 範 囲で は効用 は飽和 点 を持 ってい る こ とに注 意 しよう。
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〆
＼

＼

3綴
1.5

i

。./xz

D

図3効 用水準で切断した切り

口を幾重にも重ねたもの

5

1AtilitY

図4効 用水準で切断した切り

口を幾重にも重ねたもの

雛鴎 ユ鳩望

を表示 したものが図3と4で ある。3次 元の効用 曲面を効用水準uで 切断

した切 りロを何枚 も重ねて表示 している。効用関数の式,3次 元の効用曲面及

び無差別曲線図から明らかなように,飽 和(satiation)が 存在 している。

1.5

1.2s

⊃.75

0.5

⊃.25

1 1.5 2 3

図5aWoldandJur6en[1953]

の 無 差 別 曲 線 図

1.5

1.25

⊃.75

o.5

,.2S

11'sx12'53

図5b限 界 代 替 率 の 変 化

図5aはWoldandJur6en[1953]の 無差別曲線群を示す。ある固定 した財

1の 水準(x1)で 垂直線 を考え,無 差別曲線 との交点をみてみよう(図5b)。
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その とき,後 に数式で確認するように,財2の 消費量(x2)が1.6か らゼロに

近づ くにつれて(点A,B及 びCを 見 よ),無 差別曲線の傾きの絶対値 はしだ

いに大きくなっていくことがわかる。

一瓢
ゾ

図6効 用曲面と無差別曲線群

鵬 ユ艮 し㌢

O

　弊
協

穣i巡 聾

図7図6を 右後ろから見たもの

図6は 効用曲面 と無差別曲線群を同時に表示 した ものである9)。 また,図6

を右後方か ら見たものが図7で ある。これらからWoldandJur6en[1953]の

提示 した効用関数の特徴が明 らか となる,す なわち,あ る領域か ら急激に効用

水準が上昇 していることが読み取れる。このことは無差別曲線同士の間隔が急

に狭まっていることか らもわかる。

さて,効用関数か ら無差別曲線の傾 きの絶対値,す なわち,限 界代替率MRS12

をMATHEMATICAで 求めよう。以下,ゴ チ ック体 は入力,そ の下の行は出

力を示す。'

財1の 限界効用 は,

D【叫x1,x2],x11

1

(2-x2)2

となる。

同様に,財2の 限界効用は,

9)こ れ を 実 現 す るMATHEMATICAの プ ロ グ ラ ム に つ い て はWickham-Jones

[1994,pp.241-242]を 参 照 の こ と。
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D【u【x1,x2】rX2】

2(-1+x1)

(2-x2)3

となる。

限界代替率MRS12は,限 界効用の比で与 えられる10)ので,

D[u[x1,x2】,x1】/D[11【x1,x2】,x2]

2-x2

2(-1+x1)

となる。

与 えられた範囲,す なわち,x1>1,0≦x2≦1.6の もとでは,x1が 一定の

とき無差別曲線の傾 きの絶対値 はx2が 小 さくなると増大す ることがわか る

(図5b参 照)。 この性質 と,財1の 価格(p1)の みが上昇するとき,予 算制

約線は点(0,m/p2)を 中心 にして時計回 りに回転するという性質を組み合わ

せて考 えると,価 格 と所得 の組(p1,p2,m)の ある範囲において,財1の 需

要量が上昇する可能性 を確かめることができる。このことは図9か ら図14の ア

ニメーションに示されている。与えられた所得制約のもとで効用 を最大にする

00

.75

恥七■lity

25

図82つ の予算制約(垂 直平面)

x2

口 xl

uti1■ty

図9均 衡点は予算制約(垂 直平面)の

もとで効用を最大にする点である

10)た と え ば,武 隈[1989,p.35],西 村[1990,p.16]な ど の ミ ク ロ 経 済 学 の テ キ ス

トを参 照 せ よ。
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Oxl

図10図9よ り財1の 価格が上昇

3

x2

〔〕xl

図11図10よ り財1の 価 格 が

さらに上昇

73

utility

x2

口 xl

図12図11よ り財1の 価格 が

さら に上 昇

x2

B xl

図13図12よ り財1の 価 格 が

さ らに上昇

uしiユiしv

財1と 財2の 消費量の組み合わせ(xl,x2)が 黒丸印(●)で 示 されている。

この点は消費者均衡点と呼ばれている。この消費者均衡点は予算制約が変化す

るに連れて移動するが,図 の場合,財1の 価格のみが変化する場合が描かれて

いる。このときの消費者均衡点の軌跡 を(財1の 価格変化による)価 格消費曲

線 という。
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xl

3x2

口 x1

図14財1の 価格が変化したときの

価格消費曲線

4

uti

3

2

x2

o 1 2 3

ロ 亀

util■tv

図15図14を 真上から見た図(財1の 価

格が変化したときの価格消費曲線)

図15は 図14を ほぼ真上か ら見た図である。価格消費曲線が右下が りであるこ

とか ら,財1の 価格(p1)の みが上昇するとき,財1の 需要量(x1)が 増加

していることがわかる。

図16は3本 の予算制約線を明示的に表示 しているので,右 下が りの価格消費

線 を際立たせている。

x2

3

2

1

〔〕
B 123

x1

図16価 格消費曲線

Out■lity
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所得制約のもとで効用を最大にす る財1と 財2の 消費量(こ れを需要量 とい

う)を 求めるには,限 界代替率 と価格比が等 しいことと,財1と 財2の 消費量

が予算制約式を満たすことを利用すればよい。図形的には,予 算制約線に接す

る無差別曲線を探 し,そ の接点が求める消費者均衡点(需 要量の組)で ある。

黒丸印(●)が それぞれの予算制約のもとでの消費者均衡点を示 している。図

17及 び図18に おいて,点A,B,及 びCが それぞれの予算制約線に対応する消

費者均衡点である。財1が ギ ッフェン財となることがわかる。

図17比 較静学:点Aが 最初の消費者均

衡点,点B及 びCが それぞれ財1の

価格上昇後の消費者均衡点を示す

ユ4

02

図18図17の 部 分 を拡大 した図

財1と 財2の 需要関数はMATHEMATICAのSolve関 数 を用いて,次 のよ

うにして求めることができる。

equiユibrium=Soユve[{D[u[x1,x2],x1]/D[u[x1,x2],x2]

器P1/P2,P1・x1+P2"x2・ ・m},{x1,x2}1

{{・ ・ 一 一m-2農 一2P2'・ ・ →-2(-m+P呈1+P2)}}

こ れ か ら,財1の 需 要 関 数x1[p1,p2,m]が
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m-2pl-2p2

P1

及 び,財2の 需 要 関 数x2[p1,p2,m]が

2(-m+p1+p2)

P2

で与 え られ る こ とが わ か る。

い ま,p2=1/3,m・1の と き財1の 需 要 曲線(す な わ ち,財1の 逆 需 要 関

数)を 描 く と,図19の よ う に右 上 が りの 需 要 曲 線 と な り11),財1が ギ ッ フ ェ

ン財 で あ る こ と を示 して い る。

㍗工

o.穏

o.6

瞭.蔓

愈.言

「riS£th孔Bqhavまesx

瓢 ↓

工.¢x.蔓i.蕊i,6蒐

図19財1が ギッフェン財と

なる右上がりの需要曲線

WoldandJur6en[1953]の 数値例の優れた点は,容 易 に需要関数 を求める

ことができること,さ らに,そ の需要関数からギッフェン財,す なわち,右 上

が りの需要曲線部分を持つことを簡単に確認できることである。

2.2Vandermeulen[1972]の 提 示 した効 用 関 数

Vandermeulen[1972]が 示 した 効 用 関 数 はMAT且EMATICAの 表 記 で

11)財1の 取 り う る価 格p1は0≦x2≦1.6を 考 慮 す る と,2/5≦p1≦2/3と な る 。 こ の

と き,x1>1と な っ て い る こ と に注 意 し よ う。
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u[x1,x2]:=(n÷1)^(-1)★x2^(n+1)★xl^(-1)一(1-m)^(-1)★k★xl人(m-1)

nニ1;m=-1;k=100;

で あ る 。

3次 元 の 効 用 曲 面 及 び 無 差 別 曲 線 図 か ら 明 ら か な よ う に,生 存 最 低 水 準

(subsistencelevel)及 び 飽 和(satiation)が 存 在 し て い る 。

50

//

…灘

＼ ＼

の効用曲面

葬

奨

5

0

5

冬

藤

3

容

裳

o.8sa.工e.i80.2

図20図21Vandermeulen[1972]

の無差 別 曲線 図

図20はVandermeulen[1972]の3次 元 の効 用 曲面 を示 して い る。 図21及 び

22はVandermeulen[1972]の 無 差 別 曲 線 図 を 示 し て い る。 生 存 最 低 水 準

(subsistence)に 相 当 す る境 界 部 分 と飽 和(satiation)が 存 在 す る こ とが 見 て

取 れ る。

図23及 び 図24に お い て,黒 丸 印(●)が そ れ ぞ れ の 予 算 制 約 の も とで の 消 費

者 均 衡 点 を示 し て い る 。 財1の 価 格(p1)が 上 昇 す る に伴 い 消 費 者 均 衡 点 が

点A,B,及 びCと な る。

図23及 び24で 示 され て い る,比 較 静 学 の 結 果(価 格 消 費 曲 線)か ら,財1の

価 格(p1)と 財1の 需 要 量(x1)の 関 係 を示 した も の が,図25に 描 か れ て い る,

右 上 が りの 需 要 曲 線 で あ る 。 す な わ ち,財1は ギ ッ フ ェ ン財 で あ る 。
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図22Vandermeulen[1972]図23比 較 静 学

の 無 差 別 曲 線 図
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図24図23の 拡 大 図 図25右 上 が りの需 要曲 線の 一部

2.3SilberbergandWalker[1984]の 数 値 例

SilberbergandWalker[1984]の 示 した 効 用 関 数 は,MATHEMATICA

の 記 法 で表 す と,

u[x1 _,x2_]:=a*x1+Lo9[x1]+x2^2/2
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とな る。

菰 ミ
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頴&
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図26SilberbergandWalker

[1984]の 無 差 別 曲 線 図

パラメータa=-0.1の とき,図26の ような無差別曲線図が得 られる。原点の

近 くでは無差別曲線は原点に対 して凹になっていることに注意 しよう。

o.5

e 2 4 6 8 10

図27点A及 びBは,財1の 価 格

plが1及 び1.05の と きの 消 費

者 均衡 点 で ある

P■

工.吼

工.E

工

D-8

0.fi
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Gi」≡feTLBeh己vio=

置工
噸.25噸.5甦.TS55.E5ξ.55.75百

図28需 要曲線の右上がりの部分が

ギッフェン財を示す
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無 差 別 曲 線 の形 状 か ら,あ る価 格 と所 得 の 範 囲 で は財1が ギ ッ フ ェ ン財 に な

りう る こ とが 見 て取 れ る 。SilberbergandWalker[1984]が 示 した 数 値 例 は

p1=1,p2=6,x1=5,x2ニ0.6の 近 傍 で は ∂x1/∂p1>0と な る 。

実 際 に,図27及 び 図28に 示 す よ う に財1は,p2=6,m=8.6の と き,p1=

1の 近 傍 で ギ ッ フ ェ ン財 と な る 。p1=1の と き の消 費 者 均 衡 点 が 点Aで,p1=

1.05の と きの 消 費 者 均 衡 点 が 点Bで 示 され て い る。 し た が っ て,財1は 右 上

が りの 需 要 曲 線 を持 つ 。

2.4Spiegel[1994]の 提 示 した効 用 関 数

Spiege1[1994]の 提 示 した 効 用 関 数 は次 の よ う に定 義 され て い る。す な わ ち,

X財 の あ る値(α/β)を 境 に2つ の 関 数 で 表 示 され て い る 。

U(X,Y)ニ αX一 βX2/2+λY+δY2/2forO≦X≦ α/β

U(X,Y)ニ α2/2β+ZY+δY2/2forX>α/β

ギ ッフ ェ ン財 の ケ ー ス を示 すSpiegel[1994]の 数値 例 は,α=100,β=2,

δ=1,お よび λ ・1の パ ラ メー タ に対 し,所 得 二55,X財 お よ びY財 の 最 初 の

価 格 が そ れ ぞ れ1の 場 合 か ら,X財 の価 格 の み1.1に 上 昇 し た と きで あ る。

まず,Spiege1[1994]の 提示 した効用関数から3次 元の無差別曲面および

無差別曲線図を描いてみる。

図30の 無差別曲線図か らもわかるように,X財 とY財 の組が原点に近い領域

では,無 差別曲線の傾 きの絶対値(限 界代替率)が 増加 していること(す なわ

ち,原 点に対 して凹)が わかる。消費者行動理論では右上の領域に描かれてい

るように,限 界代替率が減少すること(す なわち,原 点に対 して凸)が 仮定さ

れている。

図31はSpiegel[1994]の 数値例 による消費者均衡点の比較静学 を示す。黒

丸印(●)が それぞれの予算制約のもとでの消費者均衡点を示 している。X財

がギ ッフェン財であることがわかる。なぜならば,点Aが 最初の予算制約の も
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図29Spiegel[1994]の

3次 元 の効 用 曲面
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図30図29に 対応した無差別曲
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図31Spiegel[1994]の 比較 静学(X財 がギ ッフ ェン財 の場 合)
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とで効 用 を最 大 にす る消 費 者 均 衡 点 を示 し,点BがX財 の 価 格 の み が 上 昇 した

場 合 の新 しい消 費 者 均 衡 点 と な っ て い るか らで あ る。

MAT且EMATICAを 用 い て,点Aと 点Bを 求 め よ う。

Cユear[Xry]

α=100;β=2;δ=13λ=1;

uSpiegel[x _,y_]3=α*x一 β*x^2/2+λ*y+δ*y^2/2

財Xの 限 界 効 用(muldef)を まず 求 め る。

muldef=D[uSpiege1[x,yl、x]

100-2x

同様 に,財Yの 限 界 効 用(mu2def)を 求 め る 。

mu2def=D[uSpiege1[xrY],y】

1+y

relativeMU=muldef!mu2def

100-2x

1+y

Clear【xEq,yEq,P1,P2,㎜ 】

限 界 効 用 の 比 が価 格 比 に等 しい 条 件 と,予 算 制 約 式 を連 立 させ て,XとYに

つ い て 解 く と,消 費 者 均 衡 点 が 得 られ る 。

s。1uti。n=S。lve【{relativemO・ ・P1/P2,P1・x+P2・y::mm},

{x,y}]

{{・ 一一一㎜P1鍔 設00P22'・ 一一P12等2∫ 羨OPIP2}}

したがって,財X及 び財Yの 需要関数は,そ れぞれ
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xEq[P1 ..,P2-,㎜ 」=x1・solution[【1]]

一㎜p1-plp2+100p22

P12-2P22

yEq【p1_,p2_,㎜_】=y/.solution[[1,2】 】

p12+2mmp2-100plp2

P12-2P22

とな る。 い ま,財Xの 価 格 が1,財Yの 価 格 が1で,所 得 が55の と きの消 費 者

均 衡 点 を求 め る。 こ れ は図31の 点Aで あ る 。

p1=1;p2=1,mm=55,

xEqOld=xEq【1,1,55]

44

yEqOユd=yEq【1,1,55】

11

財Yの 価 格 が1で,所 得 が55の 場 合,財Xの 価 格 の み が1.1に 変 化 した と き

消 費 者 均 衡 点 を 求 め る。 これ は 図31の 点Bで あ る 。

xEqNew=xEq【1.1,1,55】

48.6076

yEqNew=yEqI1.1,1,55】

1.53165

財Xの 価 格 の み が1か ら1.1へ 増 加 す る と き,財Xの 需 要 量 は44か ら48.6076

へ と増 加 して い る の で ,財Xが ギ ッフ ェ ン財 と な る こ とが わ か る。

2.5JensenandMiller[2002]の 数 値 例 につ い て

JensenandMiller[2002]が 示 した 数 値 例 の効 用 関数 は,次 の と お りで あ る。

u(x1,x2)=((x1+x2-6)/(x1+x2-5.99))x11/6x25/6ifx1+x2≧6
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u(x1,x2)ニ0 ifO≦x1+x2<6

この効用関数の3次 元効用 曲面 はJensenandMiller[2002]の 付録にも示

されているが,図32の ような形状をしている。また,そ の無差別曲線図は図33

に描かれているように図32の 断崖絶壁に対応 した右下が りの境界が出てくる。

この境界線の特徴から,あ る所得と価格の組み合わせの範囲内で,財1が ギッ

フェン財 となることがわかる。

減 灘
§

賦.

～
欝

毛
生
、
き

㌃
、

e

婆

伽こ …

図32JensenandMiller[2002]

の 効 用 曲 面

fJ2 着 さ&

図33JensenandMiller[2002]

の 無 差 別 曲 線 図

図34に は予算制約線が3本 描かれている。財1の 価格上昇に伴い,消 費者均

衡点はそれぞれ点A,B,及 びCと なる。原点に近い予算制約線のほうが,財

1の 価格(p1)が 高 くなっていることを考慮すると,財1の 需要量x1は 財1

の価格p1が 高 くなるにつれて増加 していることがわかる。

図35は 図34の 関係からMATHEMATICAで 導出した財1の 需要曲線を示 し

ている。右上が りの需要曲線部分がギ ッフェン財 あるいはギ ッフェン行動

(Giffenbehavior)を 示 している。
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図35右 上がりの需要曲線部分

がギッフェン財を示す

2.6Sのrensen[2004,2006]の 例

2.6.1基 本 的 な ア イ デ ア に 基 づ く例(Example1)

Serensen[2004,2006]の 提 示 す る 効 用 関 数 をMATHEMATICAの 表 記 で

あ らわ す と以 下 の よ う に な る。

u1[x1 _,x2_]:=x1+B;

u2[x1 _,x2_]:=A*(xl+x2);

u[xl _,x2_]:=Min[u1[xl,x2],u2[xl,x2]];

あるいは,簡 単に

u[x1 _,x2_]:=Min[x1+B,A*(x1+x2)]

以 下 の グ ラ フ は,A=2,B=10の 場 合 を 描 い て い る 。

図36はSerensen[2004,2006]の3次 元 の効 用 曲面 で あ る 。 図36及 び37か ら

わ か る よ う に,u1[x1,x2]=u2[x1,x2]を 満 た す 点(x1,x2)の 軌 跡 は直 線 と

な っ て い る。す な わ ち,そ れ ぞ れ の 無 差 別 曲 線 は折 れ 曲 が っ た角 を持 っ て い る。

こ の 角 の 軌 跡(kinkedcurve)は 図37か ら読 み 取 る こ とが で き る よ う に,右 下
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9

図36S②rensen[2004,2006]

の効 用 曲 面

轟輝

誠金

20

工.寒

i8

8 2 百 臼ig

図37S②rensen[2004,2006]

の 無 差 別 曲 線 図

鴛工

が りでその傾 きの絶対値はu1[x1,x2]の 傾 きの絶対値(こ の数値例では無限

大),及 びu2[x1,x2]の 傾 きの絶対値(こ の数値例では1)よ りも小 さいこと

がわかる12)。

図39に おいて,黒 丸印(●)が それぞれの予算制約のもとでの均衡点を示 し

ている。第2財 の価格(p2)の みが上昇す るにつれ,消 費者均衡点がそれぞ

れ点A,B,及 びCと なっている。すなわち,財2の 需要量(x2)が 増加 し

ていることか ら,財2が ギッフェン財 となることがわかる。

実際に財2の 需要関数x2[p1,p2,rn]を 求めてみると,

m-10p1

2p1-p2

と な る。

ま た,財1の 需 要 関 数 は

2(m-5P2)

2p1-p2

12)u1[x1,x2]ニu2[x1,x2]を 満 た す 点(x1,x2)の 軌 跡 は 与 え られ た 条 件 よ り,

x2=(B-(A-1)x1)/Aと な る 。A=2,Bニ10な の で,x2ニ5-x1/2と な る 。

こ の 直 線 の 傾 きの 絶 対 値 は1/2で あ る 。
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図40Serensen[2004,2006]の 例 に基

づ く需要 曲線(財2が ギ ッフ ェン財)
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と な っ て い る。

た と え ば,

が りの 曲 線 とな る13)。

5 5

87

p1=12,m=60の と き の,財2の 需 要 曲 線 は 図40の よ う に 右 上

2.6.2S¢rensen[2002,2006]の 一 般 化 を 目指 した例(Example2)

Serensenの 提 示 す る効 用 関 数 をMATHEMATICA表 記 で あ ら わ す と,以

13)財1と 財2の 需 要量 が それ ぞれ 非負 となる条件 よ り,0≦p2≦12と なる。
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下 の よ う に な る 。

u1[xl_,x2_]:=(x1^cユ*x2)^(1/(1+c1));

u2[xl_,x2 _]:=(x1^c2*x2)^(1/(2+2*c2));

u[x1_,x2 _]:=Min[u1[x1,x2コ,u2[x1,x2]]

す な わ ち,関 数u1お よ びu2は,そ れ ぞ れ コ ブ=ダ グ ラ ス 型 効 用 関 数 に な っ

て い て,Example1の 一 般 化 に な っ て い る こ と が わ か る 。

無 差 別 曲線 図 はパ ラ メ ー タc1とc2の 大 小 関 係 に 依 存 し て,2つ の ケ ー ス に

分 け られ る14)。c1とc2の 大 小 関 係 に よ り,u1[x1,x2]ニu2[x1,x2]と な る 境

界 を示 す 屈 折 曲線(kinkedcurve)の 形 が 異 な る。

溝ま 罵震

o

購

態

懸
泌醗

§

ー
ー

撒

工

"

り.}↓:.s£2.s〈e

図41c1=3/2,c2=1の と き

2.s

図42cl=1/2,c2==1の と き

賦ユ

図41はc1・3/2,c2ニ1の と き を 示 す 。 右 下 が りの 太 線 はu1[x1,x2]=u2

[x1,x2]な ら しめ る点(x1,x2)の 軌 跡 を あ らわ し て い る 。この 太 線 の 点(1,1)

14)Sirensen[2006]の 命 題1の 主張 及 び証 明 に は誤 りが あ る。 訂正 とその 証 明 は付

録 に示 した 。・
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で の傾 きの 絶 対 値 はu1[x1,x2コ 及 びu2[x1,x2]の 点(1,1)で の 傾 きの 絶 対 値

よ り も大 きい こ と に注 意 し よ う15)。

図42はcl=1/2,c2=1の と き を示 す 。同 様 に,右 下 が りの 太 線 はu1[x1,x2]

ニu2[xl ,x2]な ら しめ る点(x1,x2)の 軌 跡 を あ らわ して い る。 この 太 線 の 点

(1,1)で の 傾 き の 絶 対 値 はu1[x1,x2]及 びu2[x1,x2]の 点(1,1)で の 傾 き

の 絶 対 値 よ り も小 さい こ と に注 意 し よ う。

2.6.2(A)財1(x1)が ギ ッ フ ェン 財 の 場 合(cl=O.8,c2=0.5の と き)

図43に は 無 差 別 曲 線 図 に右 下 が りの 太 線 が 描 か れ て い る 。右 下 が りの 太 線 は

u1[x1,x2]=u2[x1,x2]な ら しめ る点(xl,x2)の 軌 跡 を あ ら わ して い る。 す

で に述 べ た よ う に,こ の ケ ー ス の 場 合,こ の 太 線 の 点(1,1)で の 傾 きの 絶 対

値 はu1[x1,x2]及 びu2[x1,x2]の 点(1,1)で の傾 きの 絶 対 値 よ り も大 きい こ

と に注 意 し よ う。

2.s

工.5

o.5

2.5

工.5

o.5

e.53

図43cl=O.8,c2=0.5の と き 図44財1(x1)が ギ ッ フ ェ ン 財 の 場 合

(cl=O、8,G2=0.5の と き)

15)付 録 を参 照せ よ。
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図44及 び45に おいて,黒 丸印(●)が それぞれの予算制約のもとでの消費者

均衡点 を示 している。財1の 価格(p1)の みが上昇すると,点Aか らBへ 消

費者均衡点は移動する。

2.5

z.5

o.5

図45財1(x1)が ギ ッ フ ェ ン 財 の 場 合

(cl==O.8,c2=0.5の と き)

躰
冶1遜吻 繰 細 鮒 塀 「啄∫甥 ま示ず.

⊂1=O.e,こ2=0.5

xl

e.5ユ1.5t2.53

図46右 上がりの需要曲線の太線部

分は財1が ギッフェン財であ

ることを示す

特 に 図45よ り消 費 者 均 衡 点(●)がu1[xl,x2コ=u2[x1,x2]な ら し め る 点

(x1,x2)の 軌 跡 上 に あ る こ とが わ か る。

図44及 び45の 比 較 静 学 に示 され て い う よ う に,あ る価 格 と所 得 の 範 囲 内 で,

財1は ギ ッ フ ェ ン財 で あ る 。MATHEMATICAを 用 い て 計 算 す る と,図46に

示 され る よ う に財1は 右 上 が りの 需 要 曲線 の 部 分 を持 つ こ とが わ か る。

2.6.2(B)財2が ギ ッフ ェ ン財 の場 合(c1=1/2,c2・=1の と き)

図47に は比 較 静 学 が 描 か れ て い る。 黒 丸 印(●)が そ れ ぞ れ の 予 算 制 約 の も

とで の 消 費 者 均 衡 点 を示 して い る。 図48に は 無 差 別 曲 線 図 に右 下 が りの太 線 も

描 か れ て い る。 右 下 が り の 太 線 はu1[x1,x2]ニu2[x1,x2]な ら し め る 点

(x1,x2)の 軌 跡 を あ らわ して い る 。す で に述 べ た よ う に,こ の ケ ー ス の 場 合,
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こ の太 線 の点(1,1)で の傾 き の絶 対 値 はu1[x1,x2]及 びu2[xl,x2]の 点(1,1)

で の傾 きの 絶 対 値 よ り も小 さい 。

特 に 図48よ り消 費 者 均 衡 点(●)がu1[x1,x2]=u2[x1,x2コ な ら し め る 点

(x1,x2)の 軌 跡 上 に あ る こ とが わ か る。

o

図47c1・1/2,c2=1の と き

2.5

■.5

o.5

0

図48c1=1/2,c2==1の と き
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図49右 上がりの需要曲線の太線部分は財

2が ギッフェン財であることを示す
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図47ま たは図48の 比較静学 に示されていうように,あ る価格 と所得の範囲内

で,財2は ギ ッフェン財である。MATHEMATICAを 用いて計算すると,図

49に 示されるように財2は 右上が りの需要曲線の部分を持つ ことがわかる。

3.結
五

口

呂
一一口

この小論では,ギ ッフェン財 をもたらす効用関数の特徴,言 い換えれば,無

差別曲線図の特徴 についてMAT且EMATICAの 計算力 と描画能力を用いて調

べてみた。価格 と所得のある範囲内で右上が りの需要曲線が生ずるためには,

生存最低水準(subsistencelevel)あ るいは飽和(satiation)に 相当する,所

得制約とは別の制約が必要 となることを再確認 した。

所得制約以外の別の制約(た とえば,必 要栄養摂取量や生存最低水準,あ る

いは飽和 など),財 の不分割性,ネ ッ トワーク外部性,消 費の外部性 などを仮

定することにより,ギ ッフェン財の可能性が指摘されている。Shy[1995,2001]

によるネットワーク外部性の場合 を除 き,他 の研究は効用関数から出発 しない

ア ド・ホックなアプローチである。それらの結果を踏まえると,個 人の需要曲

線が右上が りの部分を持つ可能性はHicks[1956]やStigler[1947]が 「非常

にまれで」,あるいは「市場では観測 されたことがない」と述べたこととは逆に,

その蓋然性は大 きくなって くる。

実際,JensenandMiller[2002]の 中国経済 についての実証研究やBopp

[1983]の 軽油についての検証,及 びBattalio,KagelandKogut[1991]な ど

の実験経済学の研究により,ギ ッフェン財の存在あるいは,ギ ッフェン行動 を

示唆する結果が示されてきている。一般に,マ ーケティング理論においては,

宝石,毛 皮,香 水,す ばらしい中国磁器,ロ ールスロイスなど豪華な車,高 級

カ ン トリクラブ会員権の場合の価格付 け,い わゆる名声価格法(prestige

pricing)で は後屈型の需要曲線を用いて説明している。

他方,Dougan[1982,p.8100rp.815]が 既に指摘 した ように,「個人の需

要曲線が右上が りの部分を持つ」 とい うことと 「市場で観測される,市 場均衡
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の トレー ス16)が 右 上 が りで あ る」 こ と を混 同 して は い け な い 。

ギ ッ フ ェ ン 財 あ る い は ギ ッ フ ェ ン 行 動 の 定 義 に つ い て も,(1)い わ ゆ る

Slutsky-Hicks流 の 固 定 所 得 の も とで 考 察 す る か,(2)所 得 の 変 動 を考 慮 す る 一

般 均 衡 の 中 で定 義 す る の か(Nachbar[1998]),あ る い は(3)初 期 保 有 量 を考 慮

し た場 合 に拡 張 す る(Berg[1987])な ど に分 か れ て い る。 こ の 点 に つ い て は

今 後 の研 究 課 題 で あ る。

な お,付 録 に はSerensen[2004,2006]の 命 題 の 修 正 とそ の 証 明 を掲 載 した 。

16)す なわち,市場価格と取引数量のデータの組をグラフに表したときの曲線を指す。

均衡では需要曲線 と供給曲線の交点が観察される。
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付 録Serensenの 命 題1の 証 明 の 修 正

まず,Sorensen[2006]の 命 題 及 び証 明 を引 用 す る。

Proposition1/1∬u〃zθulandu2areutilityfunctio〃srepresentingcon-

tinUOUS,mOnOtOne,cOnVeXpreferenCeSOn]暗.Then%=min{%1,%2}haSthe

・am・P・ ・p・rties・A∬um・thatth∈ 暗+・ ・IV・・%・(A)一%2(X),thatu・and

u2ar・Clatth,andthatthemarginalrates・fsubstituti・n・ ん=[∂Uk(1)

/∂Xl]/[∂ 〃h(1)/∂x2]sαtisfyc1>02>0.TakeasgivenaPricevectorP∈

暗+with・ ・>P・/P2>C2,andletmh=P・ 挽.∬ ∂〃・(A)/∂X2>∂U2(2)/∂X2

thengood2isaOiffengoodフzear(ガ,吻)ノ 「orthecoフzs〃 〃zerwithutility

〆伽o'ゴo肱.lf,inStead,∂%2(A)/∂Xl>∂Ul(2)/∂Xl,goo412∫'乃 θ α がen

good.

Proof.Notethatu(x)≧ 屍ifandonlyifu1(x)≧ 髭and〃2(x)≧ 屍.Itfol-

lowsthaturepresentscontinuous,monotone,convexpreferences.The

indifferencecurvefor%through2hasakink.Bytheimplicitfunction

theoremappliedtoui(x)ニu2(x),if∂ul(2)/∂x2≠ ∂x2(2)/∂x2,thelocus

ofkinksextendslocallythroughXwithslope

舞 一一1舞畿 ≡1甥ll轟(1)

Bytheassumptions,thedemandx(p,m)isonthekinkcurvewhen

(p,m)isnear(が,励).If∂u1(2)/∂x2>∂u2(2)/∂x2,theno1>02impliesO

>dx2/dxl>-02.Thekinkcurveisflatterthantheindifferencecurves,

asinFigure1,sogood2isGiffen.If∂u2(A)/∂x1>∂ul(th)/∂x1,1ikewise

O>dxl/dx2>-1/c1,andgoodlisGifEen.■

Example2.Inthisexample,preferencesarestrictlyconvex,indiffer-

encecurvesareclosedin]暗+,andul(0)ニ 〃2(0)=0.Specifically,ul
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(xl,x2)=(xf1,x2)1/(1+c1)andu2(xl,x2)=(xS2x2)1/(2+2c2)withc1>c2>0,

so
、ulandu2representthefamiliarCobb-Douglaspreferences.Thereis

akinkatth==(1,1),where∂u1(2)/∂x2=1/(1+c1)〉 ∂u2(1)/∂x2=1/(2+

2c2)if1+2c2>cl.Thengood2isGiffen.

本 文 に お い て 示 し た よ う に,c1ニ0.8,c2=0.5の と き は 財1(x1)が ギ ッ

フ ェ ン財 とな る。 こ のパ ラ メ ー タ の値 は,S■rensen[2006]のExample2の

条 件1+2c2>c1及 びc1>c2を 満 た して い る17)。 した が っ て,こ の こ と か ら

Sのrensen[2006]のProposition1は そ の ま ま で は正 し くな い こ とが わ か る。

S/rensen[2006]の 勘 違 い は

If∂u1(X)/∂x2>∂u2(2)/∂x2,thenc1>c2impliesO>dx2/dxl>一 一・c2.

が成立するとい う証明のミスにある。正 しくは,以 下に示すように

命題(A)

If∂ui(A)/∂x2>∂u2(2)/∂x2,thencl>c2implies-dx2/dx1>c1

とな り,屈 折 曲 線(kinkedcurve)の 傾 きの 絶 対 値 が2つ の無 差 別 曲 線 の傾 き

の絶 対 値 よ りも大 き くな る(図43,44及 び45を 参 照 せ よ)。

命 題(A)の 証 明:

u1(1)=z42([e)よ り,

∂〃1(1) ∂〃1(:b) ∂u2(2) ∂u2(2)d
Xl+dx2ニdXl+∂

Xl ∂x2 ∂x2∂X1

[∂鵠)∂ 鵠)]dx2-一[∂讐)∂ 寄)

dx2

dx1

(A.1)

(A.2)

17)MATHEMATICAで は下付 きの表 示 は可 能 であ るが,本 文 で は簡単 化 の ため の

表示 を採用 してい る。
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∂Ul(th)/∂x2-∂ 〃2(2)/∂x2≠0の と き,(A.2)よ り,

一豊 一纏 鵠li塞 鵬(A ・3)

C1及 びC2の 定 義 とC1>C2を 考 慮 す る と,

∂讐) -c・ ∂鵠)>c・ ∂鵠)(A ・4)

∂響) 一・・∂鵠)<・ ・∂繋)(A ・5)

(A.4)と(A.5)を(A.3)に 代 入 し,∂ul(2)/∂x2-∂%2@)/∂x2>0を 考

慮 す る と,

一 舞>c・>c2(A ・6)

とな る 。 こ れ か ら,屈 折 曲線(kinkedcurve)の 傾 きの 絶 対 値 は2つ の無 差 別

曲線 の 傾 きの 絶 対 値 よ りも大 きい こ とが わ か る。し たが っ て,財1(x1)は ギ ッ

フ ェ ン財 とな りう る。

同 様 に,(A.4)と(A.5)を(A.3)に 代 入 し,∂ π2(2)/∂x1-∂u1(2)/∂x1

>0を 考 慮 す る と 。

一 舞 く ・・<・・(A ・7)

とな る。 こ れ か ら,屈 折 曲線(kinkedcurve)の 傾 きの 絶 対 値 は2つ の無 差 別

曲線 の 傾 きの 絶 対 値 よ りも小 さ い こ とが わ か る。 した が っ て,財2は ギ ッ フ ェ

ン財 と な り うる 。

した が っ て,Sorensen[2006]のProposition1は 上 で 証 明 した よ う に訂 正

す る 必 要 が あ る 。

ま た,Example2の パ ラ メ ー タ に 即 して 述 べ る た め に,2=(1,1)で 評 価

す る と,



∂u1(2)Cl
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∂x1 1+c1

∂u2(2)c2

∂Xl 2+2c2

∂u1(th)1

∂X2 1+c1

∂u2(2)1

∂x2 2+2c2
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(A.8)

(A.9)

(A.10)

(A.11)

紙 幅 の 関 係 で 詳 細 を省 くが,Example2に つ い て,次 の 命 題 を 得 る。

[1]c1>c2>0及 び1+2c2>c1の と き,財1は ギ ッ フ ェ ン財 とな りう る18)。

[2]c2>c1>0及 びc2<2c1+clc2の と き,財2は ギ ッ フ ェ ン財 と な り う る19)。
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図A1財1が ギ ッフ ェン財 と

な る(cl,c2)の 領 域
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琢.墓

qZ
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図A2財2が ギ ッフ ェン財 と

な る(c1,c2)の 領 域

S■rensen[2006]のExample2の 場 合,図A1は 財1が ギ ッ フ ェ ン財 とな

るパ ラ メ ー タ(c1,c2)の 領 域 の一 部 を示 して い る。 ま た,図A2は 財2が ギ ッ

フ ェ ン財 と な るパ ラ メ ー タ(cl,c2)の 領 域 の 一 部 を示 して い る 。

18)財1が ギ ッ フ ェ ン財 の 場 合(c1・ ・O.8,c2=0,5)の 図44,45及 び46を 参 照 せ よ。

19)財2が ギ ッ フ ェ ン財 の 場 合(c1・=1/2,c2=1)の 図47,48及 び49を 参 照 せ よ 。


